
１ 実施日時
令和６年８月９日（金）午後１時から午後６時まで

２ 調査対象事業
（１）農業競争力強化基盤整備事業（鹿飼沼地区）
（２）広域基幹 迫川（長沼川）河川改修事業

令和６年度公共事業評価部会 現地調査の実施について

公共事業評価部会（令和６年度第２回）資料
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１ 現地調査の概要（農業競争力強化基盤整備事業（鹿飼沼地区））

受益面積 A=373.4ha
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cccv

２ 現地調査の概要（広域基幹 迫川（長沼川）河川改修事業）
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１ 事業の概要

評価対象理由 事業着手から１０年経過で継続中 前回評価時の対応方針 －

農業競争力強化のため、ほ場の大区画化・汎用化、用排水路や農道の整備を行い、担い手への農地の集積・集約化や農業の高付加価値等に
取り組むもの。

事業名
〔地区名〕

農業競争力強化基盤整備事業「鹿飼沼地区」
全体事業費
（億円）

５２．７ 採択年度 平成23年度 完成目標年度 令和８年度 担当部（局）課名 農政部農村整備課

ほ場が分散しており効率的な営農が困難

しかがいぬま

区画が１０ａと狭小で道路が狭く効率的な営農が困難

標準区画割図 鹿飼沼地区

受益面積 A=373.4ha
用排水路が浅い土水路で維持管理が困難、

暗渠排水も未整備のため地下水位が高く計画的な転作ができない
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２ 事業の進捗状況等

全体事業費 年度別執行額

事業着手時
今回

（前回差比）
～R5(2023)年度
（事業費執行率）

R6(2024)年度見込

42.9億円 52.7億円
（9.8億円増）

46.8億円
（88.8％）

0.3億円

（４）事業を巡る社会経済情勢等（規則第２４条第２号関係）

（３）事業の進捗状況（規則第２４条第１号関係）

• 現在の事業費ベースでの進捗率は88.8%となっている。
• 区画整理工はA=373.4ha(100%)で整備が完了している。
• 確定測量のＲ５年度時点の進捗率は65.5%であり、R7年度完了を予定しており、換地処

分に向けて換地計画書策定等を進めていく予定である。
• 残る暗渠排水（A＝137.1ｈａ）及び橋梁改修（N=1ヶ所）の工事を行っていく。

①社会経済情勢
• 米価が低迷し生産コストの一層の削減が求められていることや、農家の高齢化、後継者不

足により、担い手への農地の集積・集約化の推進が必要となっている。
• また、従来の米中心の営農体系から大豆、麦等の土地利用型作物の安定的な作付けを行う

ためにも、水田の大区画化及び汎用化を図る必要があり事業に対する要望が強い。
②地元情勢、地元の意見
• 事業着手後、涌谷町では、「涌谷地域農業再生協議会水田収益力強化ビジョン（令和5年度

改訂）」を策定し、主食用米のほか、麦・大豆の産地化をはじめ、加工用米や飼料用米の推
進、また露地野菜等の土地利用型園芸や施設園芸の生産拡大を図っている。また、大崎市
では、「大崎市農業再生協議会水田収益力強化ビジョン（令和5年度改訂）」を策定し、主食
用米のほか、大豆・麦等の土地利用型作物の作付拡大や野菜等高収益作物の導入、また子
実用とうもろこしの大規模導入による労働力軽減等の省力化やブランド力の向上を図る取
組を推進している。事業着手時から13年が経過し、高齢化等により農業従事者が年々減少
していく状況下において、担い手への農地集積・集約化により、地域の安定かつ特色ある水
田農業を確立するため、早期に地区全体の整備がなされるよう強く求められている。

（1）事業内容 （５）期待される効果

（６）代替案との比較検討（規則第２４条第３号関係）

• 農業競争力強化基盤整備事業地区は、土地改良法に基づき県営事業として地域から申請された事
業であり、地域に代わって県が事業を実施しており、農作業の効率化を阻害している小区画水田及
び狭い耕作道、土水路で狭小な用排水路を一体的に整備することにより水田の生産性を向上させ、
同時に担い手農家を育成・確保することによって、効率的で安定的な地域農業の確立ができるもの
として実施していることから、代替案はない。

（１）県の対応方針案 （２）理由

事業継続
整備済み農地については水管理の合理化、大型機械の導入と農作業の効率化が図られている。また、担い手への農地集積によっても農作業の効率化が
図られており、着実に事業効果は発現している。
事業を中止した場合、残る暗渠排水等が行われず営農に支障を来し、事業効果が十全に発現しないことから、事業を進めていく必要がある。

（８）費用対効果（規則第２４条第５号関係）

３ 評価

（2）事業費（単位：億円）

評価指標
採択時
（H23）

今回評価時
（Ｒ6/20２4）

完成時
（R8/20２6）

区画整理工
373.4ｈａ

-
373.4ｈａ
（１００%）

373.4ｈａ
（１００%）

• ほ場（50a～1ha）の大区画化と用排水路の分離改修により、効率的な水管理や維持管理軽減が図
られている。

• 大区画ほ場と農道の整備により、大型機械の活用と農作業の効率化が図られている。また、担い手
への農地集積によっても農作業の効率化が図られ、農業機械の保有台数が減少し営農経費節減が
図られている。

• 担い手への農地集積率は、78.4％で目標に対して110.9％の達成率となっている。
• 担い手は、育成目標を達成しており、育成が図られている。認定農業者数は93％達成。
• 農家の状況は、個別経営農家から作業委託農家へ移行し、担い手に集積が図られている。
• 目標年次には、高収益作物の作付け面積が増え、水田の有効利用が図られる見込みである。

（７）コスト縮減計画（規則第２４条第４号関係）

• 道路工の盛土材として地区内の発生土を転用利用することにより、コスト縮減に取り組んでいる。
• 排水路工において、区画計画を見直し効率的な配置としたことにより、コスト縮減に取り組んでいる。

（単位：千円）

区 分

事業着手時 再評価時

基準年 (平成２２年) 基準年 (事業計画変更 令和５年)

<全体> ＜全体＞ ＜残事業＞

3.03

費

用

項

目

3,333,660 6,717,162 639,927

総費用【現在価値化】（Ｃ） 6,402,824 11,064,253 749,162

総費用総便益比(Ｂ／Ｃ) 1.27 1.17

便

益

項

目

作物生産効果 4,174,894 6,325,849効

果

項

目

1,354 243

営農経費節減効果 4,467,307 5,783,214

▲ 646,396

1,108,884

▲ 113,318

耕作放棄防止効果 334

総便益額【現在価値化】(Ｂ) 8,155,388 13,000,240 2,270,719

3,069,164 4,347,091 109,235

国産農産物安定供給効果 - 1,536,219 269,294

1,005,616

維持管理費節減効果 ▲ 487,147

当該事業による費用

その他費用

（関連事業＋資産価額＋再整備費）
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事業工期延伸となった要因の整理資料（１／２）
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文化財調整
範囲

計画内容の変更①【文化財調査の増】
本地区は文化財区域に近接しており、現地調査の結果、確認調査等が必要となったことから調査費用が必要となったもの。

また、文化財区域に近接した排水路の整備の必要性から再度水路内の調査が必要となり事業進捗に影響が生じた。

番号 年度 調査名

1 Ｈ３０ 松崎貝塚遺跡調査（区画整理）

2 Ｈ３０ ツナギの沢貝塚遺跡調査（区画整理）

3 Ｈ３０ 道祖神貝塚遺跡調査（区画整理）

4 Ｈ３０ 小里表遺跡遺跡調査（区画整理）

5 Ｒ元 ⻑根窯跡群遺跡調査（区画整理）

6 Ｒ元 ⻑根新⽥遺跡遺跡調査（区画整理）

7 Ｒ元 松崎貝塚遺跡調査（排水路）

8 Ｒ２ 小里表遺跡遺跡調査（排水路）

文化財調査状況等

文化財調査状況等 文化調査出土遺物状況

⻑根新⽥遺跡

⻑根窯跡群

ツナギの沢貝塚

松崎貝塚

小里表遺跡

道祖神貝塚
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事業工期延伸となった要因の整理資料（２／２）

計画内容の変更②【置換工追加】
地区内農地の一部区域において、軟弱地盤が確認された。耕作条件の改善のため、軟弱土の置換工が必要となったもの。
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Ｎ 軟弱地盤の影響による、ぬかるみ・滞水状況等

置換工
追加範囲

計画内容の変更③【事業間調整】
地区内の涌谷町道において、町道拡幅の計画が生じた。事業計画の見直しに伴い事業間調整が必要となったもの。
また、町道拡幅用地の確保や地権者との合意形成など事業進捗に影響が生じた。
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涌谷町道拡幅計画位置状況
Ｎ
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